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市
は
、
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
捕
獲

わ
な
や
電
気
柵
の
設
置
、
追
い
払

い
の
強
化
な
ど
、
複
合
的
な
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

正
確
な
デ
ー
タ
収
集

で
対
策
効
果
を
向
上

　
よ
り
効
果
的
な
被
害
対
策
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
長
岡
技
術
科
学
大

学
、
Ｎの

う

さ

い

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
中
越
と
連
携
。

赤
外
線
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
、
栃
尾
地
域
で
、

人
の
立
ち
入
り
や
目
視
が
難
し
い

山
林
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

個
体
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
写

真
）。
調
査
前
に
４
つ
の
群
れ
を

確
認
し
て
い
て
、
こ
の
調
査
で
よ

り
正
確
な
デ
ー
タ
収
集
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
人
身
被
害
の
防
止
の
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
１
台
を
導
入
。
市

街
地
に
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
出
没
し

た
際
の
迅
速
な
追
跡
に
つ
な
げ
ま

す
。

　
市
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
や

地
域
住
民
と
連
携
し
、
農
業
被
害

や
人
身
被
害
の
防
止
に
向
け
て
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
昨
年
７
月
、
熊
本
県
で
球く

磨ま

川

が
氾
濫
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
自
力
避
難
が
困
難
な
多
く
の

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

避
難
用
具
の
購
入

な
ど
を
補
助

　
市
は
、
同
様
の
被
害
を
長
岡
で

起
こ
さ
な
い
た
め
、
介
護
施
設
の

水
害
対
策
の
強
化
に
向
け
、
洪
水

日本人初のビール醸造家

明治天皇も気に入った
　　　　　　　ビール

　
長
岡
は
、
米
や
野
菜
を
作
り
、

酒
な
ど
に
加
工
、
消
費
す
る
と
い

う
食
の
循
環
が
で
き
て
い
て
、
産

業
と
し
て
も
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
発
酵
が
注
目
さ
れ
る

中
、
長
岡
を
発
酵
を
科
学
す
る
総

本
山
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

摂
田
屋
地
区
に
発
酵
に
関
す
る
企

業
や
研
究
機
関
を
誘
致
し
、
４
大

学
１
高
専
で
学
術
的
な
研
究
を
行

っ
て
連
携
す
れ
ば
、
他
の
ま
ち
に

は
な
い
強
み
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
の
米
百
俵
プ
レ
イ
ス

で
は
、
私
た
ち
の
最
先
端
の
研
究

を
市
民
や
日
本
の
バ
イ
オ
産
業
に

興
味
の
あ
る
企
業
に
見
て
も
ら
い

た
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち
に
は
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
そ
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
「
勉
強
す
る
理
由
」
を
見
つ

け
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
発
酵
・
醸
造
の
ま
ち
の

入
り
口
と
し
て
、
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
「
発
酵
」
や
「
科
学
」

を
通
じ
、
未
知
な
る
世
界
を
見
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
天

然
酵
母
の
パ
ン
生
地
や
ぬ
か
床
な

ど
を
並
べ
て
、
発
酵
の
様
子
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
見
な
が
ら
お
い
し

く
楽
し
く
学
べ
る
、
日
本
で
唯
一

の
場
所
に
し
た
い
で
す
ね
。

最先端の発酵研究の発信地に

　
か
つ
て
先
人
は
未
来
を
見
据
え
、
長
岡
の
ま
ち
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
同
じ
志
を
持
っ
て
活
躍

す
る
人
が
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
そ
の
想

い
を
伝
え
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス

（
仮
称
）」
へ
の
期
待
の
声
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
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米
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俵
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仮
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大
手
通
坂
之
上
町
地
区
再
開
発
事
業

大
手
通
坂
之
上
町
地
区
再
開
発
事
業

大学・高専の研究を
身近に感じられる場所

　　　　　　４大学１高専の最先端の研究成果な
どを市民や企業に公開する研究・実験室「ギャラ
リーラボ」。暮らしが変わり、生活が豊かになる
テクノロジーやアートに出会える３つのラボを展
開していきます。 ▲ギャラリーラボのイメージ

米プレ
こんなトコ
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与板地域出身。豪商の跡
取りとして育てられる。
横浜でビールに出会い、
生涯をささげた。

　
苦
難
を
乗
り
越
え
、
日
本
人
初

の
ビ
ー
ル
造
り
に
挑
ん
だ
人
。

　
17
歳
で
幕
府
の
厳
し
い
禁
を
犯

し
イ
ギ
リ
ス
へ
。
そ
の
後
、
ド
イ

ツ
の
ビ
ー
ル
醸
造
会
社
で
修
業
し

ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
北
海
道
の
開
拓
使

麦
酒
醸
造
所（
現
・
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
㈱
）
で
ビ
ー
ル
造
り
に
挑
戦
。

当
時
は
不
便
な
北
の
大
地
で
、
原

料
の
大
麦
や
ホ
ッ
プ
、
酵
母
を
輸

入
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
な
が
ら
、
日
本
人
に
よ

る
初
の
ビ
ー
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
水
も
米
も
豊
か
な
長
岡

で
は
、
古
く
か
ら
発
酵
・
醸
造
の

食
文
化
が
根
付
き
ま
し
た
。
明
治

か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
吉
沢
仁に

太た

郎ろ
う

が
サ
フ
ラ
ン
酒
で
財
を
成
す

な
ど
、
酒
蔵
数
は
県
内
第
一
位
を

誇
り
ま
す
。

長岡技術科学大学
生物機能工学専攻
技術科学イノベーション専攻
教授
小笠原 渉

わたる

 さん
技大大学院工学研究科博士後
期課程情報・制御工学専攻修
了。工学博士。岩手県の実家
が農家で、みそや甘酒などから
微生物に興味を持つ。長岡発
酵イノベーション・ハブ代表。

 連載 

弘化５（1848）年～大正５（1916）年

その六
食・
　発酵

なかがわ せいべえ

中川 清兵衛

浸
水
想
定
区
域
内
の
入
所
系
・
居

住
系
施
設
に
避
難
用
具
の
購
入
経

費
な
ど
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や

備
蓄
用
の
食
品
、
発
電
機
な
ど
の

購
入
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
、
施
設
に
入
所
す
る
高

齢
者
の
命
を
守
る
避
難
対
策
を
進

め
ま
す
。

介
護
施
設
の
対
策
強
化
を
支
援

水
害
か
ら
高
齢
者
の
命
を
守
る

　災害時に最優先すべきことは、入所者み
なさんの命を守ることです。そのために、
避難用器具や発電機（写真下）は欠かすこ
とはできません。
　今回、市から補助を受けてそれらを購入
したことで、少人数の介助で利用者が安全
に避難できたり、電
力の確保ができたり
します。操作訓練を
行い、災害時にしっ
かりと役立てていき
たいです。

長岡保養園すま居
い

る
事務長
大竹 祐一さん

購入した避難用器具の操作確認購入した避難用器具の操作確認
（長岡保養園すま居る）（長岡保養園すま居る）

先端技術を活用した鳥獣被害対策
ドローンで人身・
農作物被害を防止
問環境政策課Ｔ24・0528、農水産政策課Ｔ39・2223

問
介
護
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課
Ｔ
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・
２
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４
５


